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2億2，914万円を追加
般会計

補正予算[画町議会]
1議案を継続審査一一一

第 157回12月定例市議会は、 12月13日招集され、会期を19固までの 7日間と定め、

理事者から提出の議案9件を審議いたしました。その結果議案第63号昭和49年度大野

市歳入・歳出決算認定については、決算審査特別委員会を設置、委員を別掲のとおり

選任し、この委員会に付託して、継続審査とし、他の8議案については原案どおり可

決しました。また、市民の皆さんから出されました請願・陳情は別縄のとおり決め、

最終日には議員提案による「交通死亡事故の根絶に関する決議」を満場一致で決議し

ました。市政に対する一般質問は2日間仁わたって行われました。
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，聞崎、..;案5義なもお，由旬、..;

物生産流用改善対策事業補助63万円。 福

井県織維産業振興基金出えん金 100万円

道路改良費 153万円。河川補修工事 200

万円。大野地区消防組合負担金 556万円

下庄小学校体育館アマグレート設置工事

66万円。農地施設災害復旧費 685万円。

公共土木施設災害復旧費1，189/iPIなど」

〔歳入〕

自動車重量譲与税 600万円。 自動車取得

税交付金1，000万円。地方交付税H怠2，8:39

万円。分担金及び負担金 2:37万円。国庫

支出金 1，072万円。県支出金 6，287}jpj， 

寄付金58万円。繰越金 100万円。 諸収入

419 Jj円。市債 300万円な ど。

万円(4カ所Lごみ焼却場建設備償 却。

万円 (新在家、東大月への補償金の ー部)。

稲作協業集団整備事業補助 192m]](ト

ラクタ一、 コンパイン等の購入)。 高能率

稲作団地育成事業補助 1，985万円 (トラ

ケタ一、旧植機、コンパイン等の購入)。

種子生産近代化団地育成事業繍助 1，117

万円 (トラクタ一、バイ ンダ一、 ハーベ

スター、田植機等の購入)。県単土地改良

事業57万円。市単土地改良事業 120万円

法善用水改良工事 390万円 (下据地籍会

頭首工の改良)。 塚原農地開発調査補助

350万円。農業構造改善事業補助 1，799

万円 (富田隣接生産組合補助)。特猿林産

V昭和50年度大野市一般会計補正予算

今回の補正では2億2，914万円を追加 し

て、 431.!!2，037万円となりま した。

補正の主な ものは次のとおり 。

〔歳 出〕

人件費 9，792万円(職員の給与を国家公

務員に準じ、昭和50年4月1E:Iにさかの

ぼって引き上げを行うもの)。 水量測定

器取り付工事費 413万円。交通安全対策

費25万円 (道路角切工事)。土地開発基金

積立 1，000万円 (ごみ焼却場用地買収資

)。 身体障害者施設収容委託料69万円 (2 

名入所)。 重度心身障害者医療扶助 165万

円。 児童手当98万円。観測井設置工事67
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12月定例会審議日程

本会議(会期の決定、議案上

程、提案理由の説明)

休会

本会議(サ生質問)

本会議(一般質問、決算審査

特別委員会の設置、各

案件委員会付託)

委員会(産業経済 ・建設常任

委員会)

委員会(教育民生 ・総務常任

委員会)

本会議(各委員長報告、質疑、

討論、採決)

昭和51.

13日

14日

15日

野大報.A 
冨玄議市(2) '" 下す24 第

16 H 

18日

17日

十
二
月
十
五
・
十
六
日
の

一
一
日
間
に
わ
た
り

、
議
案

に
対
す
る
質
疑
な
ら
び
に

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
七

名
の
方
々
が
理
事
者
に
質

間
し
、
そ
の
外
に
も
多
数

の
方
々
が
関
連
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
昭
和

五
十
一
年
度
の
予
算
編
成

、
ご
み
焼
却
場
の
建
設
問

題
、
米
飯
給
食
問
題
、
地

下
水
の
問
題
に
関
す
る
も

の
で
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
答
弁
に

は
市
長
の
外
関
係
課
長
が

当
た
り
ま
し
た
。

19日

し小小小小……小小一一小小小小 小

年に検討したが、財政再建の途上で、あっ

てメリ ッ卜が少ない という理由から、計

画実施が困難と判断して指定を受けなか

った3 なお、県をiACて聞いたところで

は、 J去的にはtl1定できること になってい

るが、この法は時限立法であって、期限

の延長をするときに新たに地域指定はし

ない条件付きで立法化したもので、48年

度以降は指定していない ということであ

る。今後、地域住民の希望を調査して十

分検言すして いき たい。

非常に低く 、12月の補正予算で努力する

とのことであったが、今回の補正予算に

は県単独の補助が計上されているだけで

ある。この点どうなっているのか。

答 昭和49年度で園児 1人当たり 3，000

円の補助をしていたのを、本年度は 4，0

00円を予算化している。各市と比較し て

大体中間ぐらいになっており、今後も予

算の増額に努力していきたい。

間 県道大里子本郷線の改良については、

本年度小矢戸地係において土地改良と並

行して拡幅を行 っただけで、全く 進行 し

ていない。今後この道路の改良計画を年

次的にどのよう に進めてい く考え か、{前

いたい。

答 本線の整備については、 本年度に当

然拡幅、敷砂利等が実施される ものと思

っていたが、県の財政事情で施行されな

い事態にな った。今後、年次的にどうす

るかは、県でも今日の財政状況の中では

見通しが立つであ、らなし、。従って、従来

県単事業として整備を続けてきた、のを 、

今後は公共事業として国の方で予算を取

り入れられるように、積寒道路の指定を

受けるべく積極的に働きかけていき たい3

特別豪雪地帯の指定
山村振興の地域指定

早急に指定を /

間 財源獲得の意味で、かねてからの懸

案である特別豪雪地帯の指定と 111村振興

の地域指定について、今Hまでどんな運

動をしたか具体的に伺いたし、。当市のよ

うに特に財源的に乏しいとこ ろでは、早

急 にこれらの地域指定を受けるべく 、政

治力を駆使 して積極的に取り組むべきと

考えるが・・・

答 特別豪雪地帯の指定については一つ

の基準があり、以前に提出した資料では

この慕準に合わないため除外された。従

って新しく資料を編成し、県を通じて固

に巾請を した。国においては全国各地か

らの要請に基いて調整をする段階にな っ

ているが、その時期は未定である。調整

する機会には必らず指定されるものと確

信 している。早急、に指定を受けられるよ

う、今後とも運動を進めていきたい。

山村振興の指定については、 42f手、46

厳しい財政状況の中で、昭和51年度

の予算編成にはとのような基本体制で望

むのか。併せて日月年度の財政見通しにつ

いて{司いたい。

国の予算編成方針がまだ明確で、ない

ため、明年度の地方交付税、その他の確

保財j原がどうなるのか見通しを立てに く

く、固の財政事情を受けて非常に窮屈な

予算編成をせざるを得な し、。従って、消

費的な経費である人件費、物件費、維持

補修費、補助費等を怪力節約し、収入の

I骨を確保 し、建設事業費充当一般財源を

本年度並みの 5f章、 5千万円程度を目安に

おいて取り率見んでいきたし、。 しかし、明

年度はごみ焼却場建設という大きな事業

をひかえており、その他の事業について

どの程度実施できるか今のところ見通し

が立てにくい。そのため、明年度の当初

予算は骨格予算を主体にし、財源の見通

しを待って肉付けをしていく方向で取り

私立幼稚園に対する i 
補助はどうなっているか ?I 

私立幼稚閣に対する市の単独補助に

ついで、当初予算で園児 l人当たり 4，000

川計 上されていた。これは他市と比べて

間

答

組んでいきたい。

間
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|ごみの分別収集

|51年4月 1日から実施予定

関 税在、ごみは燃 える物も燃えない物

も混同して収集されているが、このよう

な収集方法では今後のごみ処理に大 きな

問題があ る。今後、収集の分別について

どのような行政指導 をしていくのか伺い

たし、。

答 生活水準の向上に伴い、各家庭から

出される廃棄物は多様化し、そ の量 もt普

え続けている。新設予定の焼却炉は分自IJ

収集を基本にした構造になると思ってお

り、 完成と同時に分別収集を行うのでは

市民の混乱を招く ので、早くから分別収

集の観念を定着させて、順調に作業が進

められるよ うにしたい。そのため51年 4

月1日から分別収集を実施したい考えで

おり、区長会、婦人会等を通じで趣旨の

説明と方法について PRを十分行い、 住

民の理解と協力を得て施設の合理的利用

を図っていきたい。

「一一一一一一一一

ごみ焼却場の建設計画

51 .52の両年度で実施

間 ごみ消去[J場の建設について、よ うや

く東大月に敷地が決定し、近代的な焼却

場を建設する計画であると聞くが、具体

的な建設計画を伺 いたい。また、東大月

等近辺部落と の公害防止協定はどのよう

になっているのか。

答 ごみ焼却場の建設計画は、 51. 52の

両年度で進める予定であ り、52年秋まで

には完成したい。処理能力 1U 25 tの炉

を2基建設したい。これには総額 5f.意円

程度は最小限必要ではないかと思 う。

地元と の公害防止協ついては、 東大月

決算審査特別委員会

昭和49年度大野市歳入 ・歳出決算

について、慎重に審議するため特別委

員会を設置する。 委員は次の とお り

O 委員長 0副委員長

。角本 守 o大蔵原登

山崎正昭 杉本夏男

平間 源治 推井 清男

市議会報大野

地{系、南新在家地係と協定を締結 してい

るが、万一被害が生じた場合には、市の

方で補償をするという内容になっている。

しかし、協定の有無にかかわらず公害防

止については万全を期していき たい。

問 ごみ焼却場周辺の環境整備として、

焼却場から出る余熱を利用して老人福祉

センター的なものを建設する予定がある

か伺いたい。

答 余熱利用については、 今後計画に乗

せていき たいが、具体的にど うするかは

第二次的に考えて いきたい。

t校給食に米飯給食を

川~ ~J 入れていく考えはないか

問 先般農林省と文部省と の聞で学校給

食を米飯給食に切 り替 えること が報道さ

れていたが、米作地帯である当大里子市で

も米飯給食に切り脅えていく考えはない

か。

答 文部省が打 ち出している米飯給食へ

の切り替えは、われわれがは援 している

範囲内では、全部を米飯 にすると いう こ

とではなく 、何回かこれをとり入れる と

いうこ とである。米飯給食に切 り替える

場合の問題点は、ご飯と副食の両方の調

理をやらな ければならないため、日寺間的

な制約の中でこれをこ なすこと は非常に

困難であること 、また、炊事・運搬 ・分

配用具等を 全部新 しく調整しなければな

らないこと、 さら に、 パン製造業者の問

題、米価の問題等諸般にわた って困難な

問題が多いことである。

当市で、は学校給食の多様化とい う中で、

阪谷、六呂師、森目、乾側、小山の各学

校で月に一、二回の米飯を主とした給食

一員会の活動1
-建設委員会

一市民サイド.に立った土木行政を

課に主体性をもたせよー

付託された議案 2件、請願 3件、陳情

H牛については、それぞれ可決 ・採択。

審議の過程で問題と なった点は、①各

課に主体性をもたせることについてであ

第 24 号 (3)

を実施 している。 これら以外の学校につ

いても漸次実施していき たい。

開成中学旧校舎の利用計画

市の総合施設として使用

間 開成中学校の有終教場廃止に関する

議案が提出 されている が、 廃止後の校舎

の利用計画について伺いたい。

答 今後の利用問題については、 各課か

ら多 くの希望があ るので、 卜分相談の と

調整 していきたし凡なお、 現在の校舎の

状況から考えて、 2階建の棟を利用する

ことは危険が伴ない補強の必要があるの

で、平屋の部分について各課の希望を害IJ

り付け、市の総合施設と して管理 してい

きたい。

|地下水のアンケート l 
l 的は上水道建設のためか ?

閑 今回市で地下水についてのアンケー

卜調査を行われたが、これは近い将来に

上水道を建設すると いう意思のもとに行

われたのではないか。このアンケー ト調

査の日的について伺いたい。

答 上水道を建設するために誘導的に行

ったものではなし、。市民の考え方や、市

に対 しての要望を適確に掌握し たいので

調査 したものである。もし設問の内容に

ついて誘導的な疑いがあると すれば、は

なはだ遺憾である。

る。このことについでは前回の委員長報

告でも触れた とおり 、市長自身が行政の

すべての面にわたって介入し過ぎるので

はないか。また、これが市長が対外交渉

等に力を傾注できな い理由につながって

いるのではないか等を意見が出 され、あ

る程度の権限と責任は課にもたせて課の

主体性が十分発揮できるようにすべきで

あるとの指摘がなされた。②南ー部第て[え

画整理事業の問題については、過般の本

会議において52年度着手を目指したいと

言われて いたが、まだ何 らの交渉にも人



第 24 号 (4)

っておらないとのことで、果たして52年

度に着手できる かどうか憂慮される。早

急に準備段階で必要な予算措置をして着

手の体制を整えられるよう要望した。

③河川改修工事費 200万円が今回予算に

計上されているが、これは地下水保全に

ついて市の責務として実施するものであ

る。現在、降雪期に入って防火上、道路

の融雪上極めて重要な事業であるので、

決議されしだい早期発注早期完成を目指

すよう要望した。

-産業経済委員会

一農業擾興事業推進のため

国庫補助事業に市の補助を一

付託された議案 1件、陳情Htについ

ては、それぞれ可決・採択。

審議の過程で問題となった点は、 ①農

業振興事業等で国庫補助事業の認定を受

ける際に、条件として地方公共団体で国

庫補助残の事業費を負但す る場合に限り

行うものとされている事業が多く、負担

分をこばむこ とによって事業の認定が受

けられなくな ること は、農業行政推進に

逆行するものであり、かかることのない

よう強く要望 した。②I也ド*保全のため

工業}材木利月j者に対し、 量*i¥.十の取り付

けと再生利用施設の設置を推進するよう

重ねて要望した。

(請願・陳↑i
9月定例市議会で継続審査となった陳

情 1件、 12月定例市議会で新しく提出さ

れた請願・陳情17件は、各委員会で審査

され、委員長から本会議に報告 して、次

のようにj失定 しました。

採択したもの

・市道拡幅改良と舗装について

中据医長 tl¥村清一外45名

・市道の昇格について

中据医長 tH村清一外45名

・老人福祉センターの早期建設について

大里子市老人クラブ連合会

会長永森孝治外 4，007名

・地方財政危機突破に関する決議ついて

福井地方自治を守る住民会議

代表大久 保才市小林優

市議会報大野

-教育民生委員会

-5議案は原案どおり可決一

付託 された議案 5件、 請願 11午、陳情

2件については、陳情 1f牛を不採択と し

た外は可決・採択。

請願31号、老人福祉セン ターの早期i建

設については、現在極めで財政がひっ迫

しており、.fr'.期に建設することは凶難な

状況にあるので、 現存する公共建物の ー

部を改装し、老人の憩いの場所として軒

定的に使用できる よう整備方を要望した。

-総務委員会

一職員の給与改定に厳しい意見

職員の士気向上を図れー

付託された議案 3件、請願 2I牛、陳情

3件については、陳情 1件を継続審査、

陳情1件を不採択とした外は可決 ・採択。

審議の過程で問題とな った点は、議案

第64号職員の給与改訂案についてである。

昨年のオイ ルシ ョック以来企業は不況に

見舞われ、当大野市においても繊維産業

を始め弱電等の労働者がその犠牲になっ

ている現状の中で、公務員だけが引き上

げられることは市民からいろいろ批判を

受ける。このため、この条例の施行は 4

月にさかのlまるこ とになってい るカヘ 8

月、または10月施行にすべきであるとい

う意見も出さ れた。しかし、本市の職員

-開成中学校旧校舎一部利用について

大野市精神薄弱者育成会

会長大石武平IJ外54名

・区道の市道昇格について

上丁区長佐々木武夫

・舗装工事について

佐開区長 井尾治郎左ヱ門

・鉄橋周のピーヤ撤去について

南新舟:家l又長 田中九平治

・特殊教育の充実について

大野特殊学級保護者会長 松田強司

・市道の舗装について

城町二区長藤j皮正雄

・農業用水の濁水等処理について

差是政連下庄分会長 斉藤斉之輔外2名

・認定職業訓練事業に対する振興助成に

ついて

福井県建築組合連合会高等職業訓練校

大野分校長 永野栄外 1名

・勤労者福祉会館の早期実現について

昭和51. 2. 1 

給与は国家公務員の給与水準であり、 ま

た、職員 1人当たりの人口比率も県ド七

市のう ちでも高く 少数精鋭主義で行政サ

ービ スが行われているという観点からや

むを得ないものとして認められた。相当

厳 しい意、見も出されたので、市は職員の

士気向上に尽力するよう強 く要望した。

交通死亡事故の根絶

に関する決議

関係機関の献身的な努力にもかか

わらず、大野市における交通死亡事

故は増加の一途をたどり、誠に憂慮

に耐えない王見』犬である。

かかる事態に対処するため、死亡

事故抑止のための総合対策を強力に

推進し市民の安全確保を図ることは

急務である。

よって本議会は、市民総ぐるみで

交通道徳を再認識し、死亡事故に直

結する飲酒運転な ど悪質な無謀運転

の追放と抑止ならびに諸施策の推進

に努め、死亡事故根絶を期すること

を決議する。

昭和50年12月19日

大野市議会

大里子地区同盟議長 三井英治

大野地区労事務局長 宮腰正栄

・金山線のパス運行存続について

堂島区長 野村忠昭外4区長

・部落内連絡道路の市道昇格について

下麻生島区長 中村強外8名

継続審査となったもの

-市有地の払い下げについて

元町 2喬16号竹田武 男

不採択となったもの

-区道の舗装について

イ主開灰長 井尾治郎左ヱ門

・大野市営と織の存続について

大勝食肉商業協同組合浬事長 中野竹蔵


